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道
央
圏
の
物
流
・
産
業
拠
点 

北
海
道
石
狩
市
「
石
狩
湾
新
港
地
域
」

石
狩
市
は
北
海
道
の
中
心
都
市
で
あ
る
札
幌
市
に

隣
接
し
て
い
る
港
湾
都
市
。
札
幌
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
で
も
あ
る
が
、流
通
港
湾
と
し
て
「
石
狩
湾
新
港
」

が
あ
り
、
約
３
０
０
０
ha
も
の
広
大
な
敷
地
に
約

７
６
０
社
が
進
出
し
、
２
万
人
以
上
が
働
い
て
い
る

工
業
団
地
を
形
成
、
道
央
圏
の
物
流
・
産
業
拠
点
だ
。

再
エ
ネ
の
発
電
方
法
は
、
太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ 

ス
、
そ
し
て
風
力
。
特
に
風
力
に
関
し
て
は
、
安
定

し
た
方
向
か
ら
強
い
風
が
吹
き
、
稼
働
率
の
高
い
発

電
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
多
く
の
洋
上
風
力
発
電
所

が
採
用
す
る
着
床
式
の
基
礎
に
適
し
た
水
深
と
な
っ

て
い
る
区
域
。
本
年
１
月
１
日
よ
り
商
業
運
転
を
始

め
た
「
石
狩
湾
新
港
洋
上
風
力
発
電
所
」
は
、
株
式

会
社
Ｊ
Ｒ
Ｅ
Ａ
と
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン

ベ
ス
ト
メ
ン
ト
に
よ
る
特
別
目
的
会
社
「
合
同
会
社

グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
石
狩
」
が
保
有
す
る
。
国
内
で
初

め
て
８
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
大
型
風
車
を
採
用
し

た
国
内
最
大
規
模
の
風
力
発
電
所
で
発
電
容
量
は

11
万
２
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
。
一
般
家
庭
の
年
間
電

へ
売
電
し
て
い
ま
す
。
洋
上
風
力
の
出
力
変
動
を
緩

和
す
る
た
め
、
大
規
模
な
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
も
設
置

し
て
い
ま
す
。
出
力
１
０
０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
、
容
量

１
８
０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
も
の
大
規
模
な
蓄
電
池

シ
ス
テ
ム
で
、
出
力
容
量
と
し
て
は
、
再
エ
ネ
併
設

型
蓄
電
池
と
し
て
国
内
最
大
規
模
で
す
。

石
狩
市
で
は
、
地
域
で
作
ら
れ
た
電
力
を
地
域
で

活
用
す
る
と
い
う
「
地
産
地
活
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
、
洋
上
風
力
発
電
で
作
ら

れ
た
再
エ
ネ
電
力
を
地
域
で
活
用
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

―�

今
後
の
石
狩
湾
、
風
力
発
電
の
展
望
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

一
般
海
域
「
石
狩
市
沖
」
が
２
０
２
３
年
に
洋
上

風
力
発
電
の
「
有
望
な
区
域
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

石
狩
市
沖
は
、
石
狩
市
域
か
ら
厚
田
区
沿
岸
ま
で
に

か
か
る
範
囲
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
最
大
90
基
ほ
ど

の
風
車
を
設
置
し
、
原
発
約
１
基
分
に
相
当
す
る
約

１
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
の
発
電
容
量
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
現
段
階
で
は
、
国
内
の
洋
上
風
力
発
電

候
補
海
域
の
中
で
最
大
級
で
す
。

現
在
は
、
促
進
区
域
指
定
に
向
け
、
地
域
の
ス 

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
構
成
す
る
法
定
協
議
会
の
開
催

を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―�

大
幅
に
余
剰
電
力
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
で

す
が
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
？

基
本
的
に
は
地
産
地
活
の
考
え
で
、
石
狩
一
帯
・

道
内
で
の
再
エ
ネ
電
力
消
費
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
大
量
の
情
報
処
理
や
デ
ー
タ
保
存
を
行
う

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
、
大
量
の
電
力
を
消
費
す
る
施

設
で
あ
り
、
環
境
負
荷
や
企
業
価
値
の
観
点
か
ら
も

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
の
再
エ
ネ
活
用
は
不
可
欠
と
考

え
て
い
ま
す
。
石
狩
市
に
は
、
２
０
１
１
年
に
開
所

し
て
い
る
さ
く
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
株
式
会
社
の
石

狩
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
、
今
秋
開
業
予
定
で
あ
る
京

セ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
の

再
エ
ネ
１
０
０
％
で
運
営
す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
集
積
し
つ
つ
あ
り
、
再
エ
ネ
の
活
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

今
後
も
、再
エ
ネ
の
地
産
地
活
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
企
業
誘
致
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
向
け
た
取
組
み
は
今
が
最
盛
期
。
と
く
に
太
陽

光
、
風
力
、
水
力
、
地
熱
な
ど
の
「
資
源
が
枯
渇

せ
ず
繰
り
返
し
利
用
で
き
る
『
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
』
の
活
用
」
は
取
組
み
の
核
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
今
年
１
月
に
商
業
運
転
が
稼
働
し
た

北
海
道
石
狩
市
の
「
石
狩
湾
新
港
洋
上
風
力
発
電

所
」
を
現
地
取
材
し
た
。
日
本
初
と
な
る
単
機
出

力
８
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
大
型
風
車
を
14
機
設

置
、
６
万
６
０
０
０
ボ
ル
ト
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
約

15
・
５
㎞
で
構
成
さ
れ
た
国
内
最
大
規
模
の
商
用

洋
上
風
力
発
電
所
で
あ
る
。

R e p o r t a g e

1基で8,000kW
14基で112,000kW

約8万3000世帯分の年間消費量
※石狩市の世帯数は約2万8000世帯

力
消
費
量
に
例
え
る
と
、
約
８
万
３
０
０
０
世
帯
分

と
な
る
見
込
み
。
発
電
所
は
石
狩
湾
新
港
か
ら
約

１
６
０
０
ｍ
沖
合
、
約
５
０
０
ha
の
海
域
に
建
設
さ

れ
て
い
る
。埠
頭
か
ら
風
車
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

風
車
が
14
基
並
ん
だ
姿
は
壮
観
で
は
あ
る
が
、
距
離

が
あ
る
こ
と
も
あ
り
圧
迫
感
は
な
い
。
石
狩
市
企
画

政
策
部
企
業
連
携
推
進
課
新
産
業
創
出
担
当
課
長
の

池
内
直
人
氏
に
話
を
伺
っ
た
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指
す 

北
海
道
石
狩
市
の
再
エ
ネ
取
組
み

―
石
狩
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い

石
狩
市
は
２
０
２
０
年
12
月
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
」
し
、
２
０
５
０
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年

４
月
に
は
、
環
境
省
の
第
１
回
脱
炭
素
先
行
地
域
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
脱
炭
素
の
先
進
的

な
取
り
組
み
を
行
う
地
域
を
国
が
選
ぶ
も
の
で
、
石

狩
市
は
工
業
団
地
「
石
狩
湾
新
港
地
域
」
の
１
０
０

ha
を
「
Ｒア

ー
ル
イ
ーＥゾ
ー
ン
」
と
呼
び
、
エ
リ
ア
内
に
立
地

す
る
施
設
に
地
域
産
再
エ
ネ
を
１
０
０
％
供
給
す
る

ほ
か
、
市
役
所
、
図
書
館
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

給
食
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
の
公
共
施
設
５
施
設
に
お

い
て
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
と
自
家
消
費
を
進
め

る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
ま
す
。

―
石
狩
市
に
と
っ
て
風
力
発
電
の
位
置
づ
け
は
？

風
力
発
電
（
洋
上
・
陸
上
）
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
な

ど
と
同
様
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
リ
ソ
ー
ス

の
ひ
と
つ
で
す
。
特
に
洋
上
風
力
発
電
は
、
北
海
道

日
本
海
側
の
風
況
が
良
く
、
大
量
導
入
と
コ
ス
ト
削

減
が
可
能
で
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
実
現
の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

―�

稼
働
し
た
洋
上
発
電
所
の
発
電
状
況
も
順
調
な
よ

う
で
す
が
電
力
活
用
は
い
か
が
で
す
か
？

Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買
取
制
度
）
で
北
海
道
電
力貝塚 啓 氏

北海道石狩市
企画政策部企業連携推進課
新産業創出担当　課長

池内 直人 氏

総延長約 16 km におよぶ海底ケーブ
ルシステムの「設計・製造・施工」を
請け負って完工させたのが古河電気工
業株式会社だ。工事の責任者である貝
塚氏にお話を伺うことができた。なお、
今回の海底ケーブルでの銅の総使用量
は推計で 185 トン超となる。

「海底ケーブルの特
徴は、船の錨などか
ら 保 護 す る た め に、
鉄線による鎧装があ
る こ と で す。 ま た、
風車の制御やモニタ
リングに使用するた
めの光ファイバーケーブルを内蔵して
いることも特徴的です。

海底ケーブルの施工は、陸上から最
も近い風車までのケーブル布設から始
めます。ケーブルを積んだ船から陸に向
かって浮き輪をつけたケーブルを流し、
陸上のウィンチで引っ張り上げます。

浜辺のマンホール内にケーブルを固
定したら、ケーブルから浮き輪を外し
て海中に沈め、潮流の影響を受けない
ようにダイバーが海底に埋設します。

その後、風車間のケーブルを布設
していきます。風車を支える下部構造

（ジャケット）に布設船を近づけ、ケー
ブルを海中に落とし込みつつ、ジャケッ
トに予め設置した管路の中にジャケッ
ト上部のウィンチを使って引き入れま
す。ウィンチ張力と布設船の送り出し速
度の同期調整が必要な難しい作業です。

今回の工事は、国内洋上風力発電
所としては最大規模の送電電圧（6 万
6000 ボルト）の海底ケーブル工事でし
たが、社内外の関係者のご協力・ご尽
力により、トラブルなく無事に完工で
きました」。

日本初の洋上風力発電所向け
6万6000ボルトの
海底ケーブル布設工事
古河電気工業株式会社

総延長約16km

5

日本初の8000kW大型風車を採用

再エネを活用した持続可能なまちづくりとは

石狩変電所太陽光

バイオマス
風力　

エネルギー産業集積状況
（計画中を含む）

REゾーン
（再エネ100％エリア）

REゾーン
（再エネ100％エリア）

石狩LNG基地
（北海道ガス株式会社）

石狩湾新港発電所
（北海道電力株式会社）

石狩市役所

札幌駅

約15km

浜益川

厚田区

厚田川

石狩市街 当別町
石狩川

札幌市

札幌駅

石狩市

約100ha

REゾーン
（再エネ100％エリア）

REゾーン
（再エネ100％エリア）

約100ha

「石狩湾新港洋上風力発電所」のある石狩市21.900m2

81.4m

167メートル

1
9
6メ
ー
ト
ル




